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安居議長をはじめ、委員をお務めいただく岩手県の工藤議長、山梨県の渡辺議長、

熊本県の髙野議長、委員として議員を派遣いただく議長には御協力いただき、感

謝を申し上げます。 

女性や若者などが立候補しやすく、働きやすい議会とするため、活発な議論を

いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

しばらく、お待ちください。 

〔武井国立健康危機管理研究機構理事及び前田獣医科学部長入室〕 

○全国議長会会長（藏内 勇夫君）それでは、次の日程に移ります。

講 演 

○全国議長会会長（藏内 勇夫君）日程８「講演」でございます。

本日は、国立健康危機管理研究機構の武井貞治理事及び国立感染症研究所獣医

科学部前田健部長から、「ワンヘルスの推進について」と題しまして、御講演を

賜わりたいと存じます。 

それでは、武井理事、前田部長、よろしくお願いいたします。 

○国立健康危機管理研究機構理事（武井 貞治君）御紹介いただきありがとうござ

います。国立健康危機管理研究機構の担当理事をしております、武井といいます。

本日は、このような説明の機会をいただきまして、ありがとうございます。 

それではお時間もございますので、早速説明に入らせていただきたいと思いま

す。 

お手元の資料の２ページを御覧ください。「ＪＩＨＳの創設に向けて」という

ページがございます。 

ＪＩＨＳの創設に向けては、2020年のＣＯＶＩＤ‐19を経験し、その対応につ

いて、今後更に対策を強化する上で何が必要かという、トップダウンで政治主導

の面がございました。2020年10月６日、自由民主党政務調査会において、今後の

来るべき感染症対策の一環として、感染症危機管理に特化した組織機構の構築に

ついて指摘をされました。２年後の2022年６月15日、当時の岸田内閣で、日本版

ＣＤＣの創設が決められ、関係自治体とも一体的な連携関係を築く、感染症対策

の専門的な機関を創設するという方向性が決まりました。 
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